2011年9月9日
声　　　明

～質問時間短縮には断固反対～
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　岡山市議会 議会運営委員会において、年2回ある代表質問を行う会派は個人質問を30分から20分に短縮する案が、日本共産党以外の賛成多数で決定した。
　これは、議長の諮問機関である議会改革等推進会議での議論を和氣健座長（新風会）がとりまとめた答申を受けたものである。

　議会での質問時間短縮は、市政を問いただす機会を縮小するもので、議会の役割、議員の役割自体を自ら否定している。そもそも議会とは、市民の負託を受けた議員が、議案の議決権をもって公開の場で議案を審議する場であり、その他の市政の課題・方向等の論点を市民に明らかにすることを保障する場である。
　議会の改革というなら、まず、議員自らの政策能力の向上とともに、議会や委員会のインターネット公開や広報のあり方、一問一答制導入など、市民参加が図られる議会を目指すことではないでないか。短絡的な時間短縮は、断じて認めることは出来ない。
日本共産党岡山市議団は、この間、市民に分かりやすい身近な議会を目指して、市議団全員で市政報告会、市民の声を聴く会に取り組んできた。
議会改革が議員の発言を制限するものであってよいのか。議員の仕事量を減らすだけでよいのか。我が党市議団は、真の議会改革の先頭に立ち改めて真剣な議論を呼びかけるものである。
